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村
で
は
、
住
民
の
皆
さ
ま
に
正

確
な
情
報
を
届
け
る
た
め
、
防
災

行
政
無
線
の
活
用
の
他
、
新
た
な

情
報
技
術
を
利
用
し
た
情
報
発
信

を
積
極
的
に
行
い
ま
し
た
。

　

平
成
二
十
年
度
よ
り
西
郷
村
地

域
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
基
盤
施
設
整

備
事
業
を
始
め
、
村
内
の
情
報
格

差
是
正
を
目
的
に
光
フ
ァ
イ
バ
網

を
構
築
し
通
信
事
業
者
と
Ｉ
Ｒ
Ｕ

契
約
を
締
結
す
る
こ
と
で
、
い
ま

ま
で
高
速
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
未
提

供
地
域
に
お
住
ま
い
の
方
も
手
軽

に
光
フ
ァ
イ
バ
を
利
用
し
た
高
速

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　

村
で
は
、
場
所
や
時
間
に
関
係

な
く
行
政
情
報
の
取
得
が
で
き
る

村
モ
バ
イ
ル
用
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

運
営
し
て
い
ま
す
。

　

村
モ
バ
イ
ル
用
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

は
、
最
低
限
必
要
な
行
政
情
報
を

携
帯
電
話
等
で
も
簡
単
に
見
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
デ
ー
タ
サ
イ

ズ
を
小
さ
く
し
た
も
の
で
す
。
こ

れ
に
よ
り
、
携
帯
電
話
な
ど
で
最

新
の
行
政
情
報
を
住
民
の
皆
さ
ま

が
好
き
な
時
間
に
閲
覧
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
携
帯
電
話
の
性
質
上
、
移

動
中
は
も
と
よ
り
災
害
な
ど
で
停
電

し
た
際
に
も
バ
ッ
テ
リ
ー
を
搭
載
し

て
い
る
こ
と
か
ら
防
災
情
報
の
取
得

が
可
能
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

提
供
す
る
情
報
は
、
災
害
情
報

や
公
共
交
通
機
関
の
時
刻
表
な
ど

の
ほ
か
、
村
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
や

各
種
お
知
ら
せ
な
ど
の
最
新
情
報

を
提
供
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
村
の
窓
口
を
訪
れ
た
住

民
の
方
が
気
軽
に
携
帯
電
話
な
ど

で
イ
ベ
ン
ト
や
行
政
情
報
、
災
害

時
等
の
情
報
収
集
ツ
ー
ル
と
し
て

村
モ
バ
イ
ル
用
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

日
常
的
に
利
用
し
て
も
ら
う
た

め
、 

携
帯
電
話
な
ど
を
か
ざ
す

だ
け
で
、
村
の
モ
バ
イ
ル
用
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
サ

イ
ト
ス
タ
ン
パ
ー
を
村
行
政
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
窓
口
四
カ

所
に
設
置
し
て
ま
す
。

　

村
モ
バ
イ
ル
用
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
閲
覧
は
無
料
で
す
。
た
だ
し
、

閲
覧
に
か
か
る
通
信
料
・
パ
ケ
ッ

ト
通
信
費
は
閲
覧
者
の
負
担
と
な

り
ま
す
。

　

西
郷
村
議
会
で
は
、
平
成
二
十
四

年
第
一
回
定
例
会
よ
り
、
よ
り
開

か
れ
た
議
会
を
目
指
す
た
め
本
会

議
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
生

中
継
を
開
始
い
た
し
ま
し
た
。
村
議

会
議
場
に
マ
イ
ク
、
カ
メ
ラ
な
ど
を

設
置
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
本
会

議
の
審
議
状
況
を
生
中
継
お
よ
び

録
画
中
継
で
配
信
す
る
も
の
で
す
。

こ
れ
に
よ
り
住
民
の
方
は
、
自
宅
に

居
な
が
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
議

会
生
中
継
が
視
聴
で
き
た
り
録
画

映
像
を
ど
ん
な
時
間
で
も
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

閲
覧
に
は
、
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
議
会
中
継
の
バ
ナ
ー
か
ら
視
聴

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
議
会
の
生
中
継
の
様
子

は
、
村
役
場
庁
舎
を
訪
れ
た
方
も

役
場
一
階
と
二
階
に
あ
る
地
デ
ジ

対
応
テ
レ
ビ
で
も
視
聴
で
き
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
村
で
は
、
村
文
化

セ
ン
タ
ー
や
村
民
体
育
館
で
行
わ

れ
る
講
演
会
や
各
種
講
座
等
の
イ

ベ
ン
ト
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通

じ
て
生
中
継
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

動
画
配
信
サ
イ
ト
「U

STREA
M

」

の
リ
ア
ル
タ
イ
ム
放
送
を
利
用
し

て
い
る
も
の
で
す
。

　

ご
自
宅
や
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

カ
フ
ェ
、
出
張
先
な
ど
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
で
き
る
環
境

が
あ
れ
ば
、
い
つ
で
も
ど
こ
か
ら

で
も
村
の
イ
ベ
ン
ト
等
を
ご
覧
に

な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

村
内
の
情
報
格
差
是
正
の
た
め

光
フ
ァ
イ
バ
等
を
利
用
し
た
情
報

シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
住
民
サ
ー
ビ

ス
と
し
て
提
供
し
て
き
ま
し
た
。

　

現
在
、
生
活
環
境
の
向
上
や
災

害
時
の
情
報
配
信
の
手
段
と
し
て

村
で
導
入
し
た
新
た
な
情
報
力
に

つ
い
て
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
今
後
も
家
庭
等
の
ブ

ロ
ー
ド
バ
ン
ド
環
境
や
パ
ソ
コ
ン

等
の
情
報
機
器
の
普
及
が
進
み
、

情
報
技
術
が
進
化
す
る
こ
と
か
ら

正
確
な
情
報
を
住
民
の
皆
さ
ま
に

伝
え
ら
れ
る
よ
う
、
生
活
に
便
利

な
新
し
い
情
報
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

で
き
る
よ
う
検
討
及
び
推
進
を
し

て
い
き
ま
す
。

新
た
な
情
報
力

　
　
　
　

光
は
心
と
命
を
つ
な
ぐ

情報力①自宅で議会傍聴
議会インターネット中継

情報力②最新情報をチエック
モバイル用ホームページ

▲携帯電話をかざすだけで閲覧が可能

▲インターネットで講演会等も配信

▲役場 1 階テレビで議会映像を視聴

　

昨
年
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
村
内
で
も
多
く
の
被
害
を
被
り
ま
し

た
。
土
砂
崩
れ
等
に
よ
る
道
路
の
寸
断
、
水
道
管
の
破
損
に
よ
る
断
水
、
家
屋
等

の
倒
壊
に
よ
る
停
電
な
ど
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
確
保
に
大
変
な
苦
労
を
し
ま
し
た
。

　

な
か
で
も
、
電
話
、
携
帯
電
話
の
通
信
障
害
は
想
像
以
上
の
混
乱
を
も
た
ら

し
ま
し
た
。
改
め
て
正
確
な
情
報
を
得
る
こ
と
の
大
切
さ
を
思
い
知
ら
さ
れ
ま

し
た
。

新たな情報力
　光は心と命をつなぐ
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村
で
は
、
住
民
の
生
活
様
式
の

多
様
化
に
伴
い
、
場
所
や
時
間
に

関
係
な
く
行
政
情
報
の
提
供
が
で

き
る
シ
ス
テ
ム
と
し
て
、
メ
ー
ル

マ
ガ
ジ
ン
機
能
を
利
用
し
た
西
郷

村
情
報
配
信
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し

て
い
ま
す
。

　

村
情
報
配
信
サ
ー
ビ
ス
は
、
パ

ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
の
村
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
て
、
あ
ら
か
じ
め
必
要
な

行
政
情
報
の
項
目
を
選
び
メ
ー
ル

ア
ド
レ
ス
登
録
し
て
お
く
こ
と
で
、

情
報
が
配
信
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
必
要
な
情
報
が

提
供
さ
れ
、
好
き
な
時
間
に
情
報

を
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

村
で
提
供
す
る
情
報
は
、
左
記
の

と
お
り
ご
み
収
集
日
の
お
知
ら
せ

や
休
日
当
番
医
情
報
な
ど
九
項
目

あ
り
、
項
目
を
選
択
す
る
こ
と
で

必
要
な
情
報
の
み
の
提
供
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

村
情
報
配
信
サ
ー
ビ
ス
の
登
録

は
無
料
で
す
。
た
だ
し
、
メ
ー
ル

の
受
信
に
か
か
る
通
信
料
・
パ

ケ
ッ
ト
通
信
費
は
登
録
さ
れ
た
方

の
負
担
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
必
要
な
情
報
項
目
の
変

更
や
配
信
停
止
、
携
帯
電
話
で
の

登
録
が
簡
単
に
で
き
る
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
も
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
活
用

く
だ
さ
い
。

●休日当番医情報 
　　毎週金曜日、休日当番医の情報をお届けします。
●公売及び村有地売払い情報 
　　不動産などのインターネット公売や村有地の売
　り払いに関する情報をお届けします。
●観光・イベント情報 
　　四季のまつりや桜や紅葉情報などをお届けします。
●図書室情報 
　　図書室の休館日の案内や新刊図書の情報をお届
　けします。
●生涯学習講座・催し情報 
　　生涯学習課や中央公民館等で主催する講座や催
　しものの情報を選んでお届けします。
●健康及び感染症情報 
　　各種健診情報、健康情報、インフルエンザ等の
　流行情報などをお届けします。
●子育て情報 
　　乳幼児健診、子育て、保育園入園申し込みや地
　域子育て支援などの子育てに関するイベントや講
　座等の情報をお届けします。
●ごみ収集日お知らせ 
　　可燃物、不燃物、家庭ごみ、プラスチック製容
　器包装、缶金属類、ビン類、ペットボトル等の収
　集日を前日にお知らせいたします。
●防災、防犯情報 
　　防災気象情報等や火災等の災害発生情報及び交
　通、防犯運動週間のお知らせなど災害に対する心
　構え、防災に役立つ情報をお届けします。

情報力⑤デジタルサイネージ　
電子広報システム

　

村
で
は
、
役
場
や
行
政
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
五
カ
所
に
西

郷
村
電
子
広
報
シ
ス
テ
ム
を
設
置

し
、
村
の
行
事
予
定
等
の
お
知
ら

せ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
電
子
広
報
シ
ス
テ
ム
は
、

公
共
施
設
間
を
接
続
し
て
い
る
光

フ
ァ
イ
バ
網
を
利
用
し
て
、
施
設

に
あ
る
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
に

情
報
を
配
信
し
て
い
ま
す
。
住
民

の
皆
さ
ま
に
行
政
情
報
を
提
供
す

る
こ
と
は
、
重
要
な
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
ひ
と
つ
で
あ
る
と
考
え
、
施

設
を
訪
れ
た
方
が
気
軽
に
待
ち
時

間
等
に
見
て
い
た
だ
け
る
よ
う
設

置
し
ま
し
た
。

　

表
示
し
て
い
る
内
容
は
、
村
の

行
事
予
定
や
各
種
運
動
期
間
の
お

知
ら
せ
、
村
で
行
う
各
種
イ
ベ
ン
ト

の
お
知
ら
せ
な
ど
で
、
住
民
の
方
に

新
鮮
な
情
報
を
お
届
け
し
ま
す
。

　

ま
た
、
村
の
安
全
、
安
心
な
地

域
作
り
を
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
を
目
的

に
、
総
務
省
の
地
域
情
報
通
信
技

術
利
活
用
推
進
交
付
金
を
受
け
道

路
及
び
周
辺
映
像
情
報
配
信
シ
ス

テ
ム
を
整
備
い
た
し
ま
し
た
。

　

村
内
の
道
路
状
況
お
よ
び
周

辺
の
ラ
イ
ブ
映
像
を
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
通
し
て
提
供
し
た
り
、

家
族
旅
行
村｢

キ
ョ
ロ
ロ
ン
村｣

休
憩
所
に
大
型
モ
ニ
タ
ー
を
設
置

し
、
村
を
訪
れ
た
方
も
映
像
を
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
と
は
公
共
の

施
設
等
で
だ
れ
で
も
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ

を
利
用
し
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
ア

ク
セ
ス
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
の
こ
と

を
言
い
ま
す
。

　

住
民
の
方
に
役
場
窓
口
や
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
の
窓
口
で
の
待
ち

時
間
対
策
や
光
フ
ァ
イ
バ
に
よ
る

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
体
験
を
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
、
下
記
の
場
所
に

公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
（FREESPO

T

）

に
よ
る
無
料
接
続
サ
ー
ビ
ス
を
整

備
し
て
い
ま
す
。
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
に

対
応
し
た
端
末
機
（
パ
ソ
コ
ン
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
）、
も
し

く
は
、
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
カ
ー
ド
を
装

着
し
た
機
器
を
お
持
ち
の
方
な
ら

ど
な
た
で
も
無
料
で
ご
利
用
で
き

ま
す
。

　

接
続
方
法
等
に
つ
い
て
は
、
村

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
あ
り

ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　　　　　　　　　施設名及び利用時間 
(1) 西郷村役場　　　　　　 午前８時 00 分～午後６時 00 分
(2) 西郷村保健福祉センター 午前８時 30 分～午後５時 15 分
(3) 西郷村文化センター　　 午前８時 30 分～午後９時 00 分
(4) 西郷村民体育館　　　　 午前９時 00 分～午後９時 00 分
(5) にしごう家族旅行村「キョロロン村」休憩所　
　                                           午前８時 00 分～午後７時 00 分
※電源の供給はありません。
※施設の休館日や土日祝日及び 12 月 29 日～１月３日は、
　施設を開放いたしません。

　

村
は
、
役
場
と
各
小
中
学
校
を

結
ぶ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
利
用
し
て

小
中
学
校
に
登
下
校
す
る
児
童
、

生
徒
お
よ
び
村
立
西
郷
幼
稚
園
に

通
園
す
る
園
児
の
安
全
を
確
保
す

る
、
通
学
路
安
全
見
守
り
シ
ス
テ

ム
を
整
備
し
ま
し
た
。

　

学
校
の
正
門
な
ど
の
通
学
路

に
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
カ
メ
ラ
を
設
置
し
、

児
童
及
び
生
徒
の
通
学
時
の
安
全

を
確
保
す
る
も
の
で
す
。
カ
メ
ラ

映
像
は
、
各
学
校
の
職
員
室
で
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
映
像
デ
ー

タ
は
、
役
場
サ
ー
バ
室
に
て
一
定

期
間
録
画
保
存
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
日
中
に
不
審
者
な
ど
が

学
校
に
侵
入
し
て
く
る
際
も
い
ち

早
く
発
見
で
き
る
な
ど
、
犯
罪
抑

止
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

　

村
教
育
委
員
会
は
、
災
害
時
に

小
中
学
校
と
の
連
絡
体
制
が
重
要

な
こ
と
か
ら
、
小
中
学
校
や
教
育
委

員
会
管
理
施
設
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
利
用
し
た
ス
カ
イ
プ
電
話
機

を
十
四
台
設
置
い
た
し
ま
し
た
。

　

ス
カ
イ
プ
電
話
は
、
東
日
本
大

震
災
の
際
、
電
話
回
線
の
障
害
や

パ
ン
ク
に
よ
り
、
電
話
が
通
じ
な

い
際
、
Ｐ
Ｈ
Ｓ
と
と
も
に
比
較
的

つ
な
が
り
や
す
か
っ
た
た
め
震
災

直
後
か
ら
導
入
を
検
討
し
て
き
た

も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

今
後
も
電
話
回
線
の
み
な
ら
ず

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
Ｐ
Ｈ
Ｓ
等
を

活
用
し
た
様
々
な
災
害
時
の
通
信

手
段
の
確
保
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

新たな情報力
　光は心と命をつなぐ

情報力⑥学校の安全対策　
子どもの安全システム

情報力③インターネット体験　
公衆無線 LANサービス

情報力④行政メールマガジン　
情報配信サービス

▲行政サービスセンターのモニター

▲観光で訪れた方にも見ていただけます ▲役場ロビーで快適にインターネット

▲村立幼稚園に設置のカメラとモニター

▲日常業務にもスカイプ電話を活用
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【
特
別
賞
】

西
村　

将
太
（
小
田
倉
小
六
年
）

鈴
木　

竜
弥
（
羽
太
小
五
年
）

北
野　

亮
介
（
熊
倉
小
五
年
）

檜
山　

遥
斗
（
熊
倉
小
五
年
）

　

第
二
十
八
回
全
日
本
小
学
生
ソ
フ
ト

　

テ
ニ
ス
選
手
権
大
会
団
体 

三
位
（
県

　

代
表
選
手
）

【
優
秀
選
手
賞
】

南
條　

拓
夢
（
川
谷
小
六
年
）

　

第
二
十
七
回
全
国
小
学
生
陸
上
競
技

　

交
流
大
会
県
南
地
区
大
会 

優
勝

（
一
〇
〇
ｍ
走
）

角
田　

夏
歩
（
小
田
倉
小
四
年
）

宗
像　

海
花
（
小
田
倉
小
四
年
）

　

第
二
十
二
回
福
島
県
小
学
生
ソ
フ
ト

　

テ
ニ
ス
選
手
権
大
会
第
二
部 

優
勝
他

坂
本　

千
乃
（
米
小
五
年
）

向
田　

侑
里
香
（
熊
倉
小
五
年
）

　

第
十
八
回
福
島
県
小
学
生
学
年
別
ソ
フ

　

ト
テ
ニ
ス
大
会
女
子
五
年
の
部 

二
位

仁
平　

有
香
（
米
小
五
年
）

　

第
八
回
全
国
小
学
生
学
年
別
柔
道
大

　

会
福
島
県
予
選
会
女
子
五
年
生
四
〇

　

㎏
超
級 

二
位

天
倉　

采
雅
（
小
田
倉
小
六
年
）

　

第
三
十
五
回
西
白
河
地
区
小
学
校
陸

　

上
競
技
会
一
〇
〇
〇
ｍ
走 

優
勝

　　

今
回
表
彰
さ
れ
た
方
々
は
、
こ
の
一

年
間
に
お
い
て
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に

功
績
の
あ
っ
た
方
や
優
秀
な
指
導
者
、

各
種
大
会
で
優
秀
な
成
績
を
残
し
た
選

手
の
皆
さ
ん
で
す
。

　

昨
年
、震
災
で
施
設
が
被
害
を
受
け
、

さ
ら
に
原
発
事
故
に
よ
る
放
射
線
被
ば

く
を
避
け
る
た
め
、
屋
外
で
の
練
習
時

間
が
制
限
さ
れ
る
な
ど
厳
し
い
状
況
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
大
会
で

実
力
を
発
揮
さ
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
さ
れ
た
方
々
を
紹
介
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
敬
称
略
〕

【
ス
ポ
ー
ツ
功
労
賞
】

白
土　

吉
弘
（
村
水
泳
協
会
）

　

多
年
に
わ
た
り
、
本
村
ス
ポ
ー
ツ
の

　

振
興
に
功
績
を
残
し
て
い
る
。
平
成

　

十
三
年
よ
り
村
体
育
協
会
常
任
理
事

【
優
秀
指
導
者
賞
】

遠
藤　

薫
（
村
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
協
会
）

　

会
員
の
指
導
等
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ

　

ル
フ
の
普
及
に
努
め
て
い
る
。
活
動

　

年
数
十
九
年

菊
池　

光
顕
（
村
柔
道
会
）

　

主
に
小
・
中
学
生
を
対
象
に
指
導
し
、

　

本
村
の
柔
道
ス
ポ
ー
ツ
の
発
展
に
貢

　

献
し
て
い
る
。
活
動
年
数
十
年

松
本　

京
志
郎
（
小
田
倉
小
六
年
）

　

第
三
十
五
回
西
白
河
地
区
小
学
校
陸

　

上
競
技
会
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
げ 

優
勝

髙
橋　

瑞
希
（
小
田
倉
小
六
年
）

　

第
三
十
五
回
西
白
河
地
区
小
学
校
陸

　

上
競
技
会
一
〇
〇
ｍ
走 

優
勝

根
本　

拓
哉
（
羽
太
小
五
年
）

根
本　

大
地
（
羽
太
小
六
年
）

　

第
二
十
八
回
全
日
本
小
学
生
ソ
フ
ト

　

テ
ニ
ス
選
手
権
大
会
団
体
男
子 

三
位
他

安
部　

大
輝
（
田
村
高
二
年
）

　

第
四
十
一
回
福
島
県
高
等
学
校
ソ
フ

　

ト
テ
ニ
ス
イ
ン
ド
ア
選
手
権
大
会
男

　

子
団
体 

優
勝　

有
賀　

優
花
（
熊
倉
小
六
年
）

　

第
二
十
七
回
全
国
小
学
生
陸
上
競
技

　

交
流
大
会
福
島
県
選
考
会
ソ
フ
ト
ボ

　

ー
ル
投
げ 

優
勝

佐
々
木　

堅
次
（
白
河
実
業
高
二
年
）

　

平
成
二
十
三
年
度
全
国
高
等
学
校
総

　

合
体
育
大
会
自
転
車
競
技
大
会
四
㎞

　

チ
ー
ム
パ
ー
シ
ュ
ー
ト 

八
位
他

長
倉　

美
乃
里
（
学
法
石
川
高
一
年
）

　

第
五
十
七
回
福
島
県
高
等
学
校
体
育

　

大
会
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技 

三
位

鈴
木　

忠
賢
（
村
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
協
会
）

　

第
四
十
四
回
福
島
県
イ
ン
ド
ア
ソ
フ

　

ト
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会
個
人 

二
位

柳
沼　

拓
弥
（
村
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
協
会
）

　

第
四
十
回
福
島
県
社
会
人
ソ
フ
ト
テ

　

ニ
ス
選
手
権
大
会
個
人 

優
勝
他

増
子　

拓
海
（
西
一
中
三
年
）

　

福
島
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会
柔
道

　

競
技
男
子
個
人
六
十
六
㎏
級 

三
位

菊
池　

貴
大
（
西
一
中
三
年
）

　

福
島
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会
柔
道

　

競
技
男
子
個
人
七
十
三
㎏
級 

三
位

鈴
木　

玲
子
（
西
一
中
一
年
）

　

福
島
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会
柔
道

　

競
技
女
子
個
人
七
〇
㎏
超
級 

三
位
他

齋
藤　

恵
（
西
一
中
三
年
）

黒
澤　

綾
乃
（
西
一
中
三
年
）

小
山　

舞
（
西
一
中
二
年
）

鈴
木　

梨
沙
（
西
一
中
二
年
）

　

平
成
二
十
三
年
度
福
島
県
中
学
校
ソ

　

フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
個
人 

三
位

渡
辺　

奎
吾
（
西
二
中
一
年
）

　

第
三
十
一
回
福
島
県
中
学
校
新
人
ソ

　

フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
男
子
の
部 

優
勝

佐
藤　

勇
乃
介
（
西
二
中
一
年
）

菅
野　

雅
也
（
西
二
中
一
年
）

　

第
三
十
一
回
福
島
県
中
学
校
新
人
ソ

　

フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
男
子
の
部 

二
位

田
邉　

雅
人
（
西
二
中
一
年
）

小
林　

涼
太
（
西
二
中
三
年
）

　

第
三
十
九
回
東
北
中
学
校
体
育
大
会

　

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
競
技
男
子
の
部 

三
位
他

大
貫　

彩
（
西
二
中
一
年
）

根
本　

理
絵
子
（
西
二
中
一
年
）

　

第
三
十
一
回
福
島
県
中
学
校
新
人
ソ

　

フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
女
子
の
部 

二
位

今
野　

達
貴
（
西
二
中
二
年
）

　

平
成
二
十
三
年
度
福
島
県
新
人
柔
道

　

大
会
男
子
五
〇
㎏
級 

三
位

佐
藤　

舞
（
西
二
中
二
年
）

矢
貫　

美
咲
（
西
二
中
二
年
）

村
山　

永
真
（
西
二
中
一
年
）

　

平
成
二
十
三
年
度
福
島
県
中
学
校
地

　

区
選
抜
強
化
競
技
会 

優
勝
（
バ
ス

　

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
競
技
の
中
学
生
県
南

　

選
抜
チ
ー
ム
の
選
手
と
し
て
）

佐
藤　

大
河
（
西
二
中
一
年
）

川
野　

健
（
西
二
中
一
年
）

　

平
成
二
十
三
年
度
福
島
県
中
学
校
地

　

区
選
抜
強
化
競
技
会 

三
位
（
バ
ス

　

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
競
技
の
中
学
生
県
南

　

選
抜
チ
ー
ム
の
選
手
と
し
て
）

【
優
秀
団
体
賞
】

西
郷
村
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
協
会
ジ
ュ
ニ
ア

ク
ラ
ブ
男
子

西
郷
村
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
協
会
ジ
ュ
ニ
ア

ク
ラ
ブ
女
子

　

第
三
十
五
回
Ｎ
Ｈ
Ｋ
杯
福
島
県
ク
ラ

　

ブ
対
抗
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
小
学
生

　

一
部 

優
勝
他

米
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　

第
三
十
四
回
福
島
県
児
童
ソ
フ
ト
ボ

　

ー
ル
大
会
県
南
地
区
予
選
Ｂ
ブ
ロ
ッ

　

ク 

優
勝

小
田
倉
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
女
子

　

第
十
八
回
東
北
三
県
対
抗
交
歓
ミ
ニ

　

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
県
予
選
会

　

二
位
他　

西
郷
第
一
中
学
校
柔
道
部
女
子

　

第
三
十
一
回
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
東
北

　

ブ
ロ
ッ
ク
柔
道
交
流
大
会
福
島
県
予

　

選
会
女
子
団
体 

三
位

西
郷
第
一
中
学
校
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
女
子

　

平
成
二
十
三
年
度
東
北
中
学
校
ソ
フ

　

ト
テ
ニ
ス
大
会 

優
勝
他

西
郷
第
二
中
学
校
野
球
部

　

第
五
十
四
回
福
島
県
中
学
校
体
育
大

　

会
軟
式
野
球
競
技 

優
勝

西
郷
第
二
中
学
校
男
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

　

第
五
十
四
回
福
島
県
中
学
校
体
育
大
会

　

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
競
技 

三
位
他

西
郷
第
二
中
学
校
女
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

　

第
二
十
一
回
学
校
対
抗
福
島
県
中
学

　

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会 

優
勝
他

震
災
に
負
け
な
い
！

　

ス
ポ
ー
ツ
で
元
気
を

　

二
月
十
六
日
、
村
文
化
セ
ン
タ
ー
で
平
成

二
十
三
年
度
西
郷
村
体
育
協
会
表
彰
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

▲スポーツ功労賞を授与される白土さん
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今
年
の
〝が
ん
ば
り
〟
を
来
年
に
つ
な
げ
て

【
文
化
関
係
】

古
川　

永
（
熊
倉
小
一
年
）

　

第
五
十
六
回
福
島
県
た
な
ば
た
展

　

た
な
ば
た
賞

高
橋　

遼
（
熊
倉
小
一
年
）

　

第
二
十
五
回
福
島
県
小
学
校
児
童
画

　

展 

県
児
童
画
展
賞

深
谷　

茉
那
（
熊
倉
小
一
年
）

　

第
五
十
六
回
福
島
県
書
き
ぞ
め
展

　

毛
筆
の
部 

書
き
ぞ
め
大
賞

伊
藤　

吏
玖
（
熊
倉
小
二
年
）

　

第
五
十
八
回
全
国
少
年
新
春
書
道
展

　

特
選
他

松
浦　

奈
々
帆
（
熊
倉
小
六
年
）

　

第
二
十
四
回
明
る
い
社
会
づ
く
り
作

　

文
コ
ン
ク
ー
ル 

福
島
県
知
事
賞

石
橋　

岳
樹
（
小
田
倉
小
二
年
）

　

第
五
十
六
回
福
島
県
書
き
ぞ
め
展

　

硬
筆
の
部 

書
き
ぞ
め
準
大
賞

髙
須
賀　

ア
マ
ラ
（
小
田
倉
小
六
年
）

　

第
五
十
六
回
福
島
県
書
き
ぞ
め
展

　

毛
筆
の
部 

書
き
ぞ
め
大
賞

有
賀　

才
貴
（
西
二
中
一
年
）

　

第
三
十
一
回
福
島
県
小
中
学
校
選
抜

　

将
棋
選
手
権
大
会
中
学
生
の
部　
　

　

優
勝
他

竹
内　

ま
り
（
西
二
中
一
年
）

　

第
二
十
六
回
〈
Ｗ
Ｅ 

Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
ト

　

ン
ボ
〉
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル 

銀
賞

今
野　

春
菜
（
西
二
中
三
年
）

　

第
五
回
ア
ー
ト
ク
ラ
ブ
グ
ラ
ン
プ
リ

　

in
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｉ 

入
選

須
藤　

未
来
（
西
二
中
三
年
）

　

第
五
回
ア
ー
ト
ク
ラ
ブ
グ
ラ
ン
プ
リ

　

in
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｉ 

入
選

【
体
育
関
係
】

北
野　

敦
貴
（
熊
倉
小
三
年
）

　

第
三
十
五
回
Ｎ
Ｈ
Ｋ
杯
ク
ラ
ブ
対
抗

　

小
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
団
体
二

　

部 

優
勝
他

北
野　

亮
介
（
熊
倉
小
五
年
）

檜
山　

遥
斗
（
熊
倉
小
五
年
）

　

第
二
十
八
回
全
日
本
小
学
生
ソ
フ
ト

　

テ
ニ
ス
選
手
権
大
会 

団
体
三
位
他

石
田　

恵
美
莉
（
熊
倉
小
五
年
）

　

第
十
八
回
福
島
県
小
学
生
学
年
別
ソ

　

フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
五
年
女
子
の
部　

　

優
勝

遠
藤　

あ
い
み
（
熊
倉
小
六
年
）

　

第
三
十
五
回
Ｎ
Ｈ
Ｋ
杯
ク
ラ
ブ
対
抗

　

小
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
団
体
二

　

部 

優
勝

有
賀　

優
花
（
熊
倉
小
六
年
）

　

第
二
十
七
回
全
国
小
学
生
陸
上
競
技

　

交
流
大
会
福
島
県
選
考
会
女
子
ソ
フ

　

ト
ボ
ー
ル
投 

優
勝
他

宗
像　

海
花
（
小
田
倉
小
四
年
）

角
田　

夏
歩
（
小
田
倉
小
四
年
）

　

第
二
十
二
回
福
島
県
小
学
生
ソ
フ
ト

　

テ
ニ
ス
選
手
権
大
会
女
子
の
部　

　

優
勝
他

西
村　

将
太
（
小
田
倉
小
六
年
）

　

第
二
十
八
回
全
日
本
小
学
生
ソ
フ
ト

　

テ
ニ
ス
選
手
権
大
会 

団
体
三
位
他

　

三
月
二
日
、
村
文
化
セ
ン
タ
ー
で
平
成
二
十
三
年
度
西
郷
村
小
中
学
校
体
育

文
化
成
績
優
秀
者
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
文
化
関
係
十
一
人
、
体
育
関
係
二
十
六

人
と
四
団
体
、
特
別
奨
励
賞
四
人
に
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
、
一
団
体
に
県
か
ら

の
表
彰
状
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

竹
内　

湖
乃
実
（
小
田
倉
小
六
年
）

　

第
三
十
五
回
Ｎ
Ｈ
Ｋ
杯
ク
ラ
ブ
対
抗

　

小
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
団
体
一

　

部 

優
勝
他

角
田　

茉
鈴
（
小
田
倉
小
六
年
）

　

第
三
十
五
回
Ｎ
Ｈ
Ｋ
杯
ク
ラ
ブ
対
抗

　

小
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
団
体
二

　

部 

優
勝

久
我　

知
輝
（
米
小
四
年
）

　

第
十
八
回
福
島
県
小
学
生
学
年
別
ソ

　

フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
四
年
以
下
男
子
の

　

部 

優
勝
他

植
田　

朱
莉
（
米
小
五
年
）

　

第
十
八
回
福
島
県
小
学
生
学
年
別
ソ

　

フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
五
年
女
子
の
部　

　

優
勝

植
田　

詩
織
（
米
小
六
年
）

　

第
三
十
五
回
Ｎ
Ｈ
Ｋ
杯
ク
ラ
ブ
対
抗

　

小
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
団
体
二

　

部 

優
勝

鈴
木　

竜
弥
（
羽
太
小
五
年
）

根
本　

拓
哉
（
羽
太
小
五
年
）

根
本　

大
地
（
羽
太
小
六
年
）

　

第
二
十
八
回
全
日
本
小
学
生
ソ
フ
ト

　

テ
ニ
ス
選
手
権
大
会 

団
体
三
位
他

小
松　

芹
奈
（
羽
太
小
六
年
）

　

第
三
十
五
回
Ｎ
Ｈ
Ｋ
杯
ク
ラ
ブ
対
抗

　

小
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
団
体
一

　

部 

優
勝
他

髙
久　

ゆ
う
な
（
西
一
中
三
年
）

　

平
成
二
十
三
年
度
東
北
高
等
学
校
・

　

中
学
校
ゴ
ル
フ
選
手
権
大
会 

優
勝

小
松　

み
く
（
西
一
中
三
年
）　

永
山　

縁
（
西
一
中
三
年
）

　

第
三
十
九
回
東
北
中
学
校
ソ
フ
ト
テ

　

ニ
ス
大
会 

個
人
三
位
他

西
郷
第
一
中
学
校
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部（
女
子
）

　

第
三
十
九
回
東
北
中
学
校
ソ
フ
ト
テ

　

ニ
ス
大
会 

団
体
優
勝
他

田
邉　

雅
人
（
西
二
中
一
年
）

小
林　

涼
太
（
西
二
中
三
年
）　

　

第
三
十
九
回
東
北
中
学
校
ソ
フ
ト
テ

　

ニ
ス
大
会 

個
人
三
位
他

大
沼　

竜
也
（
西
二
中
二
年
）

　

平
成
二
十
三
年
度
東
北
高
等
学
校
・

　

中
学
校
ゴ
ル
フ
選
手
権
大
会 

優
勝

緑
川　

慶
（
西
二
中
三
年
）

添
田　

崇
門
（
西
二
中
三
年
）

　

第
十
五
回
東
北
少
年
軟
式
野
球
大
会

　

優
勝

西
郷
第
二
中
学
校
野
球
部

　

第
五
十
四
回
福
島
県
中
学
校
体
育
大

　

会
軟
式
野
球
競
技 

優
勝

西
郷
第
二
中
学
校
男
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

　

第
二
十
回
シ
ョ
ー
ワ
カ
ッ
プ
東
北
中

　

学
校
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
イ
ン
ド
ア
大
会

　

男
子
の
部 

優
勝　

　

　

今
回
表
彰
を
受
け
た
個
人
お
よ
び

団
体
は
、
平
成
二
十
三
年
度
に
文
化
関

係
、
体
育
関
係
で
優
秀
な
成
績
を
修
め

ら
れ
た
村
小
中
学
生
や
、
教
育
の
場
で

の
長
年
の
功
績
を
認
め
ら
れ
た
教
職
員

の
方
々
な
ど
で
す
。

　

表
彰
さ
れ
た
方
々
を
紹
介
し
ま
す
。

〔
敬
称
略
〕

西
郷
第
二
中
学
校
女
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

　

第
二
十
回
シ
ョ
ー
ワ
カ
ッ
プ
東
北
中

　

学
校
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
イ
ン
ド
ア
大
会

　

女
子
の
部 

優
勝

【
特
別
奨
励
賞
】

芳
賀　

幸
子
（
米
小
教
諭
）

　

平
成
二
十
三
年
度
文
部
科
学
大
臣
優

　

秀
教
員
表
彰 

受
賞

伊
藤　

美
津
子
（
米
小
養
護
教
諭
）

　

平
成
二
十
三
年
度
学
校
保
健
功
労
者

　

文
部
科
学
大
臣
賞 

受
賞

川
島　

典
子
（
川
谷
小
主
任
主
査
）

　

平
成
二
十
三
年
度
福
島
県
教
育
委
員

　

会
優
秀
教
職
員
表
彰 

受
賞

長
田　

修
一
郎
（
西
一
中
教
諭
）

　

平
成
二
十
三
年
度
福
島
県
教
育
委
員

　

会
優
秀
教
職
員
表
彰 

受
賞

【
伝
達
】

米
小
学
校

　

平
成
二
十
三
年
度
地
球
温
暖
化
防
止

　

の
た
め
の
「
福
島
議
定
書
」
事
業　

　

入
賞

　
　

　

▲菊池教育委員長から表彰状を授与される有賀才貴君▲受賞された方々をかこんで ▲受賞者を代表し、あいさつする小松みくさん

▲表彰される西二中女子ソフトテニス部
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防
災
行
政
無
線
の
受
信
機
が
変
わ
り
ま
す

　

村
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
お
知
ら
せ
や
災
害
の
際
の
情
報
を
、
お
知
ら
せ
し
て
い
る
防

災
行
政
無
線
の
受
信
機
が
別
機
種
に
変
わ
り
ま
す
。

　

四
月
以
降
、
新
規
取
付
分
と
故
障
交
換
分
か
ら
新
た
な
機
種
と
な
り
ま
す
。

　

村
で
は
、平
成
十
年
に
発
生
し
た
八
・
二
七

災
害
以
降
、防
災
行
政
無
線
の
整
備
を
行
い
、

各
家
庭
や
事
業
所
な
ど
に
防
災
行
政
無
線
の

個
別
受
信
機
を
設
置
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

設
置
開
始
か
ら
十
年
以
上
が
過
ぎ
、
最
近
、

個
別
受
信
機
の
故
障
申
出
件
数
が
年
々
増
加

す
る
傾
向
に
あ
り
、
新
規
取
付
申
込
件
数
を

上
回
る
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。そ
の
た
め
、

個
別
受
信
機
の
必
要
台
数
が
年
々
増
加
し
て

い
ま
し
た
。　

　

さ
ら
に
、
昨
年
の
東
日
本
大
震
災
発
生
後

は
、
生
活
や
災
害
に
関
す
る
情
報
源
と
し
て

防
災
行
政
無
線
が
再
認
識
さ
れ
た
こ
と
も
あ

り
、
個
別
受
信
機
の
新
規
取
付
申
込
・
故
障

修
繕
依
頼
と
も
に
急
増
し
ま
し
た
。

　

一
方
、
村
で
は
ア
ナ
ロ
グ
式
の
防
災
行
政

無
線
設
備
を
使
用
し
て
い
ま
す
が
、
国
内
で

は
次
第
に
デ
ジ
タ
ル
式
の
設
備
が
主
流
を
占

め
る
よ
う
に
な
り
、
ア
ナ
ロ
グ
式
の
機
器
の

生
産
が
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
村
で
今
ま

で
設
置
し
て
き
た
個
別
受
信
機
も
、
部
品
の

調
達
が
難
し
く
な
っ
た
た
め
、
近
々
生
産
終

了
と
な
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

そ
の
た
め
、
現
在
の
放
送
を
受
信
す
る
こ

と
が
で
き
る
受
信
機
で
、
災
害
時
に
広
域
的

な
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
ラ
ジ
オ
な
ど

の
新
た
な
機
能
が
加
わ
っ
た
今
ま
で
と
は
別

の
受
信
機
に
、
四
月
以
降
、
新
規
取
付
・
故

障
交
換
分
よ
り
変
更
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま

し
た
。

　

現
在
設
置
さ
れ
て
い
る
防
災
行
政
無
線
の

ア
ン
テ
ナ
端
子
に
、
ア
ダ
プ
タ
ー
を
付
け
、

こ
の
受
信
機
に
差
し
込
む
こ
と
に
よ
り
、
防

個別受信機を設置されている皆さまへのお願いです。
◎個別受信機は停電時にも放送を聞くことができるように乾電池が内蔵されていま
　す。万が一の時、電池がないと放送を聞くことができませんし、古くなった電池
　が液漏れして受信機が使用できなくなる場合もあります。
　電池は定期的に交換してくださるようお願いします。

食品中の放射性物質（放射性セシウム）の
基準値が見直されます。
　４月１日から、食品中に含まれる放射性物質（放射性セシウム）の基準値が見直さ
れます。新たな基準値は、食品の安全と安心を確保するため、現在の暫定規制値より
も厳しい基準となっています。
　また、乳児用食品が、一般食品より厳しい基準で新設されるなど、子供への配慮が
なされています。

食 品 群 規 制 値

飲料水 ２００

牛乳・乳製品 ２００

野菜類

５００穀　　　　類

肉・卵・魚・その他

○放射性セシウムの暫定規制値 ○放射性セシウムの新基準値（4/1 ～）

食 品 群 基 準 値

飲料水 １０

牛乳 ５０

一般食品 １００

乳児用食品 ５０

　村では、放射性物質検査機器を６台に増やし、検査体制を整えています。
　新基準値に合わせた水、農作物などの検査の実施をお願いします。

◎経過措置として、３月 31 日までに製造・加工・輸入された食品については、賞味期限まで、

　米、牛肉については、９月 30 日まで、大豆については 12 月 31 日まで暫定規制値（３月

　31 日までの規制値）が適用されます。

■問合せ　農政課（農政振興係）　☎２５－１１１６

（単位：Bq/kg）	 （単位：Bq/kg）	

▲新たに設置される受信機
（200 × 87 × 96 ㎜、重さ約 480 g）

▲放射性物質検査機器。３月末にさらに１台導入し、４月から６台で検査を行います。

災
行
政
無
線
放
送
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

ま
た
、
こ
の
受
信
機
で
は
ラ
ジ
オ
を
聞
い

て
い
る
時
で
も
、
村
の
防
災
行
政
無
線
放
送

時
に
は
、
自
動
的
に
ラ
ジ
オ
放
送
か
ら
防
災

行
政
無
線
放
送
に
切
り
替
わ
り
ま
す
。　

　

た
だ
し
、
今
ま
で
の
受
信
機
と
異
な
り
、

新
し
い
受
信
機
で
は
従
来
の
放
送
に
加
え

て
、
現
在
、
屋
外
子
局
の
み
で
放
送
し
て
い

る
放
送
も
全
て
受
信
し
ま
す
の
で
、
屋
外
ス

ピ
ー
カ
ー
で
午
後
五
時
に
流
れ
る
「
夕
焼
け

こ
や
け
」
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
や
、
小
中
学
校
の

長
期
休
業
時
の
夕
方
、
子
ど
も
た
ち
の
帰
宅

を
促
す
放
送
な
ど
も
流
れ
ま
す
。
ま
た
年
二

回
行
わ
れ
る
放
送
設
備
点
検
の
際
の
音
も
流

れ
ま
す
。

　

村
で
は
、
防
災
行
政
無
線
を
通
じ
、
今
後

も
皆
さ
ま
に
村
か
ら
の
お
知
ら
せ
や
、
災
害

時
の
大
切
な
情
報
を
、
正
確
か
つ
迅
速
に
お

届
け
す
る
努
力
を
続
け
て
い
き
ま
す
の
で
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
合
せ

　

企
画
調
整
課
（
広
報
統
計
係
）

　

☎
２
５
︱
２
９
４
３　
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故郷を離れて

　村社会福祉協議会主催で、浜通りから村に避

難されている皆さんの交流会が開催されまし

た。約 80 人の出席者は出身市町村ごとにテー

ブルを囲み交流を行う中、民生委員が担当地区

の方々のお話を伺いました。昼食時には、村赤

十字奉仕団から豚汁がふるまわれました。

　村社会福祉協議会では、今後も、希望に応じ

て交流会実施への支援をしたいとのことです。

　村内保育園年長組の園児約 60 人が上上野原

にあるラーメン店「いまの家」でラーメンをご

ちそうになりました。これは店主の今野さんが

小さい頃保育園でお世話になったことを機に、

ご両親が始められたものです。

　子どもたちは熱々のラーメンが自分の所に運

ばれてくると、とてもうれしそうな顔になり、

「おいしいね」と夢中で食べていました。

　村消防団では、春季全国火災予防運動行事

の一環として、火災防御訓練を第１方面隊は

羽太小学校周辺、第２方面隊は真船コミュニ

ティーセンター周辺、第３方面隊は西郷第二中

学校周辺を会場に実施しました。

　緊張感の中、サイレンを鳴らし現場に到着し

た消防車両から降り立った団員は、きびきびし

た動作で放水訓練を行っていました。

　みずほ保育園で、４・５歳児を対象に茶道教

室が行われました。初めて茶道にふれる子ども

も多く、西郷村茶道会員からていねいな指導

を受けながら、茶席での歩き方やお菓子、お茶

のいただき方の作法を学んだ後、会員の点てた

お茶をいただきました。子どもたちは、いただ

いたお茶に「ちょっと苦いけど、あったかくて

おいしい！」と大喜びでした。

火災に備えて ひ
な
ま
つ
り
楽
し
い
ね
！

　まきば・みずほ保育園と村立西郷幼稚園でひなまつり会が
行われました。各園ごとに趣向をこらしたイベントに、子ど
もたちは楽しいひなまつりを過ごしていました。

　川谷小学校でなわとび記録会が行われまし

た。児童は学年ごとにさまざまな跳び方で回数

を記録し、持久跳びでは、それぞれ学年ごとに

決められた数分間を、最後まで跳び続けること

ができるか挑戦しました。見事に定められた時

間を跳び続けることができた子どもには、全員

から、大きな拍手が贈られていました。

▲「ねずみの嫁入り」子どもたちは見入っていました。（まきば保育園）

ラーメンおいしいね！

練習の成果を発揮！

２/28

３/ ４

２/20

２/17３/ ４

お抹茶に挑戦！

▲桜餅おいしいね！（村立西郷幼稚園）

▲おだいり様チーム VS おひな様チーム（村立西郷幼稚園）

▲先生がおだいり様とおひな様だよ！（みずほ保育園）

▲みんなで「ひなまつり」の歌を歌います。（まきば保育園）

３/ ２
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第二十三回

統 計 入 門

西郷村中央公民館図書室だより

産 業 名 １人当たりの製造
品出荷額（百万円）

飲料・たばこ・飼料製造業 １８２

石油製品・石炭製品製造業業 ６３

化 学 工 業 ６０

情報通信機械器具製造業 ５６

非 鉄 金 属 製 造 業 ４９

　前回は、福島県の製造業の事業所数や従業員数、

製造品出荷額について調べてきましたが、今回は

産業ごとの付加価値額、給与総額等について調査

結果を見てみましょう。

　情報通信機械器具製造業では付加価値額が 24

産業中１位、現金給与総額では２位、１人当たり

の製造品出荷額では４位となっています。この産

業は従業員数でも、３位となっています。

　電子部品・デバイス・電子回路製造業は、１人

当たりの製造品出荷額は 11 位ですが従業員数は

最も多く、産業としての付加価値額は４位、現金

給与総額では１位となっています。

　このことから、この２つの産業は、雇用面でも

県内の製造業の中で大きな位置を占めている産業

であることが伺えます。

出典：経済産業省大臣官房調査統計グループ

　　　平成 22 年工業統計表産業編［概要版］

　 付 加 価 値 額 の 多 い
産 業 名

付加価値額（従業員
29 人以下は粗付加
価値額）（百万円）

情報通信機械器具製造業 ２２３，１６４

化 学 工 業 １９１，６４３

輸送用機械器具製造業 １５８，６００
電 子 部 品・ デ バ イ
ス・ 電 子 回 路 製 造 業 １５６，３９４

業務用機械器具製造業 １０１，２２０

平成 22 年工業統計の結果より（２）

　工業統計調査は毎年行われる統計調査です。
平成 22 年の調査結果は震災直前に得られたも
ので、復興のためにも、以前の状況を知ること
ができる貴重な資料です。

現 金 給 与 総 額 の 多 い
産 業 名

現金給与総額　
（百万円）

電 子 部 品・ デ バ イ
ス・ 電 子 回 路 製 造 業 ７１，８２２

情報通信機械器具製造業 ６２，５６８

輸送用機械器具製造業 ５６，１５８

電 気 機 械 器 具 製 造 業 ４４，８３２

金 属 製 品 製 造 業 ４３，７４５

■
問
合
せ　

　

住
民
生
活
課
（
交
通
防
災
係
）

　

☎
２
５
︱
２
１
９
７

　

村
内
で
は
昨
年
二
月
に
国
道
四

号
線
で
歩
行
者
が
横
断
歩
道
を
横

断
中
に
大
型
車
に
巻
き
込
ま
れ
る

と
い
う
死
亡
事
故
が
発
生
し
て
以

来
、
約
一
年
間
死
亡
事
故
が
発
生

し
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
全
国
的
に

み
て
も
、
近
年
の
死
亡
事
故
は
子

ど
も
と
高
齢
者
が
多
数
を
占
め
て

い
る
状
況
で
す
。

　

四
月
と
い
う
時
期
は
、
特
に
子

ど
も
に
と
っ
て
非
常
に
大
き
な
環

境
の
変
化
が
あ
る
時
期
で
す
の

で
、
各
家
庭
に
お
い
て
は
次
の
よ

う
な
こ
と
に
注
意
し
て
交
通
事
故

防
止
に
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

・
通
学
路
な
ど
を
子
ど
も
と
一
緒

　

に
歩
く

・
外
出
す
る
時
に
は
交
通
安
全
へ

　

の
声
掛
け
を
す
る

・
夕
暮
れ
時
の
外
出
時
に
は
目
立

　

つ
服
装
や
反
射
材
を
取
付
け
る

　

村
、
交
通
安
全
関
係
団
体
は
、

交
通
安
全
街
頭
活
動
、
保
育
園
・

幼
稚
園
で
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
着
用
啓
発

活
動
、
広
報
誌
、
広
報
車
、
の
ぼ

り
旗
、
防
災
無
線
等
に
よ
る
広
報

活
動
、
小
学
校
・
中
学
校
で
の
交

通
安
全
教
室
を
実
施
予
定
で
す
。

　

地
域
の
み
な
さ
ま
に
は
交
通
事

故
の
な
い
村
づ
く
り
の
為
に
日
頃

よ
り
活
動
し
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
が
、
引
き
続
き
春
と
秋
の

運
動
期
間
中
や
毎
月
一
・
十
日
の

立り
っ
し
ょ
う哨

活
動
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
交
通
安
全
に
つ
い
て
気

が
つ
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
交
通
安
全
日
誌
へ
の
記
入
や

ご
意
見
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　３月９日に行われた、春の全国
交通安全運動推進会議にて交通安
全協会西郷支部小田倉分会長長谷
部修一さんが、昨年２月に発生し
た国道四号線での死亡事故発生時
の迅速で適切な安全対策や高齢者

の交通安全意識の向上を図ったことが評価され白河警察
署長及び地区交通安全協会長より感謝状を受けました。

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
始
ま
り
ま
す
！

●運動の重点等
(1) 運動の基本
　子どもと高齢者の交通事故防止
(2) 運動の重点
　・自転車の安全利用の推進
　・すべての座席のシートベルトとチャイ
　　ルドシートの正しい着用の徹底
　・ 飲酒運転の根絶

４月の休館日
１日（日）・２日（月）
・９日（月）・16 日（月）
・23 日（月）

よモーくん

４月 24 日（火）

11：00 ～

　　　　　11：30

４月の読み聞かせ会

　

山
形
県
鶴
岡
出
身
の
作
家
「
藤
沢
周
平
」
読
書
会
（
仮
称
）
を

開
催
し
ま
す

　
　

日　

時　

五
月
十
九
日
（
土
）　

午
後
二
時

　
　

会　

場　

西
郷
村
文
化
セ
ン
タ
ー

　
　

講　

師　

庄
司
一
幸
氏

　
　

対　

象　

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す

　
　

参
加
費　

無
料

　

庶
民
や
下
級
武
士
の
哀あ

い
か
ん歓
を
描
い
た
時
代
小
説
な
ど
を
読
み
な

が
ら
一
緒
に
藤
沢
周
平
の
世
界
を
覗
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
　

問
合
せ
・
申
込
み
先　

生
涯
学
習
課　

☎
２
５
｜
２
７
５
５

お
知
ら
せ
　
そ
の
２

　

四
月
よ
り
文
化
セ
ン
タ
ー
ロ
ビ
ー
雑
誌

コ
ー
ナ
ー
の
前
年
度
か
ら
前
月
ま
で
の

バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
を
貸
し
出
し
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

図
書
室
の
蔵
書
と
同
様
の
手
続
き
で
貸

し
出
し
を
い
た
し
ま
す
。

雑
誌
名

　

・
文
藝
春
秋
・
Ｅ
Ｓ
Ｓ
Ｅ
・
旅
の
手
帖

　

・
Ｍ
Ｏ
Ｎ
Ｍ
Ｏ
・
趣
味
の
園
芸
・
安
心

な
ど

お
知
ら
せ
　
そ
の
１

　震災から１年が過ぎました。ここ西郷村でも、桜の時期を迎えようとしています。桜は被災
前と変わらず、一斉に色鮮やかな花を咲かそうと頑張っています。満開の桜のもと、みんなで
満開の笑顔を咲かせましょう！

●イベントデー　４月 21 日（土）
　　　　　　　　午前 10 時～午後２時予定
●開催期間　４月 16 日（月）～４月 21 日（土）
●場所　福島県総合社会福祉施設　太陽の国
●内容　各種団体による出し物や、模擬店、
               フリーマーケットが開催されます。
■問合せ　西郷さくら祭り実行委員会事務局
　　　　　（福島県社会福祉事業団）☎ 25-3020

西郷さくら祭り
●期日　平成 24 年４月 21 日（土）　小雨決行
●時間　受付　午前８時 30 分～午前８時 50 分
　　　　スタート　午前９時 30 分
●場所　   太陽の国厚生センター前
●参加料　無料
●申込み　平成 24 年４月 16 日（月）までに
　　　　　生涯学習課へお申し込みください。
　　　　　※当日参加も可能。
■問合せ　村教育委員会生涯学習課 ☎ 25-2371

第８回観桜健康ウォーキング

がんばろう　ふくしま !
       ～桜でつながるみんなの絆～



広報にしごう No.496 　1617　Ｈ２４．　４．　１

固
定
資
産
税
の
納
期
限
変
更
に
つ
い
て

　

平
成
24
年
度
固
定
資
産
税
の
納
期
限
を

次
の
と
お
り
変
更
し
ま
す
。

期　

別

本
来
の
納
期
限
変
更
後
の
納
期
限

１
期
（
全
期
）
５
月
１
日
㈫

７
月
２
日
㈪

２
期

７
月
31
日
㈫

８
月
31
日
㈮

３
期

12
月
25
日
㈫

変
更
な
し

４
期

２
月
28
日
㈭

変
更
な
し

※
納
税
通
知
書
の
発
送
は
６
月
８
日
㈮
の

予
定
で
す
。

■
問
合
せ　

税
務
課
（
固
定
資
産
係
）

固
定
資
産
価
格
等
縦
覧
帳
簿
の

縦
覧
に
つ
い
て

　

こ
の
制
度
は
、
固
定
資
産
税
の
納
税
者

が
他
の
土
地
や
家
屋
と
比
較
し
て
価
格
が

適
正
で
あ
る
か
ど
う
か
を
確
認
し
て
い
た

だ
く
た
め
の
も
の
で
す
。

　

平
成
24
年
度
の
固
定
資
産
税
に
係
る
土

地
価
格
等
縦
覧
帳
簿
お
よ
び
家
屋
価
格
等

縦
覧
帳
簿
の
縦
覧
は
、
納
期
限
の
変
更
に

伴
い
、
次
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。

●
期
間　

６
月
１
日
㈮
～
７
月
２
日
㈪

　
（
土
日
を
除
く
）

●
時
間　

８
時
30
分
～
17
時

●
場
所　

西
郷
村
税
務
課
内

■
問
合
せ　

税
務
課
（
固
定
資
産
係
）

デ
ジ
タ
ル
式
個
人
線
量
計
の

貸
し
出
し
に
つ
い
て

　

村
で
は
、
一
定
期
間
に
受
け
た
放
射
線

量
を
測
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
小
型
の
デ

ジ
タ
ル
式
個
人
線
量
計
を
無
料
で
貸
し
出

し
ま
す
。

●
申
込
・
貸
出
開
始　

４
月
５
日
㈭
～

●
貸
出
対
象　

村
内
に
住
所
を
有
す
る
方

●
貸
出
期
間　

１
週
間

●
貸
出
個
数　

30
個

●
申
込
方
法

　

事
前
予
約
に
な
り
ま
す
。
電
話
ま
た

は
村
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ
来
所
の

上
、
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

●
申
込
時
間

月
～
金
曜
日
、
８
時
30
分
～
12
時
・
13

時
～
17
時
（
土
日
・
祝
祭
日
を
除
く
）

●
貸
出
・
返
却
場
所

　

村
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
そ
の
他

　

貸
出
時
に
は
、
借
用
書
に
必
要
事
項

を
記
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

身
分
の
証
明
で
き
る
も
の
を
ご
持
参

く
だ
さ
い
。（
運
転
免
許
証
・
保
険
証
）

■
問
合
せ　

健
康
推
進
課
（
保
健
係
）

平
成
24
年
度
自
動
車
税
の
定
期
課
税

　

平
成
23
年
度
は
、
東
日
本
大
震
災
の
影

響
に
よ
り
課
税
時
期
を
延
期
し
ま
し
た
が
、

平
成
24
年
度
は
５
月
31
日
㈭
を
納
期
限
と

し
て
課
税
を
実
施
し
ま
す
。

■
問
合
せ

　

福
島
県
県
南
地
方
振
興
局 

県
税
部

　

☎
２
３
︱
１
５
１
９

高
速
道
路 

震
災
本
復
旧
工
事
の

再
開
に
つ
い
て

　

ネ
ク
ス
コ
東
日
本
で
は
、
次
の
と
お
り

●村内の休日診療所　いわしなクリニック（☎ 48-1234）
　［診療日］４月１・８・15・22・29 日（8 時 30 分～ 12 時 30 分）

●今月の納税

課局室名 電話番号 課局室名 電話番号
健康推進課（保　　健）
                                                                                        （高齢者支援 ）

25-1115
25-3910

行政サービスセンター 31-2237
学 校 給 食 セ ン タ ー 25-1256

地域包括支援センター 25-5121 ※代表（25-1111）からの転送は不可

保健福祉センター他 

●歯科医　４月休日当番日
１日 ほ ず み 歯 科 医 院（白河市）☎ 22-7211
８日 ま る や ま 歯 科 医 院（白河市）☎ 23-9146

 15 日 水 野 谷 歯 科 医 院（中島村）☎ 52-3933
  22 日 三 森 歯 科 医 院（白河市）☎ 23-2401

29 日 本 柳 歯 科 医 院（泉崎村）☎ 53-5030
30 日 山 本 歯 科 医 院（白河市）☎ 24-2888

●小児科医　４月休日当番日
  １日 関 医 院（白河市）☎ 23-3003

８日 樋口小児クリニック（矢吹町）☎ 42-2040
15 日 みうら小児クリニック（白河市）☎ 28-1001
22 日 わたなべ子どもクリニック（白河市）☎ 21-2166
29 日 おかざきクリニック（白河市）☎ 23-2551
30 日 岡﨑小児科内科医院（白河市）☎ 23-7811

●内科・外科医　４月休日当番日
 １日 あ り が ク リ ニ ッ ク（白河市）☎ 21-1311
８日 いがらし内科クリニック（白河市）☎ 21-9111

15 日 宇 都 宮 ク リ ニ ッ ク（白河市）☎ 31-1570
 22 日 おおほりクリニック（矢吹町）☎ 41-2311
29 日 大 髙 整 形 外 科（白河市）☎ 23-9988
30 日 大 髙 内 科 胃 腸 科（白河市）☎ 24-1456

※電話案内　しらかわ救急情報センター　☎ 23-9909

（看護師が電話にて当番医の紹介や当番医以外の専門医等の紹介・
場所の案内をします）

　日曜・祝日のみ（９時～ 17 時）

各課直通電話番号
課局室名 電話番号 課局室名 電話番号

総 務 課 25-1112 企 画 調 整 課 25-2943
税 務 課 25-1113 上下水道課（上水道）

                                                                                        （下  水  道 ）
25-2962
25-2912住民生活課（住　民）

                 　　　　　( 生活環境・交通防災 ）   
25-1114
25-2197 会 計 室 25-2934

福   祉   課 （国　保 ）
                　　　　　( 地域福祉・児童福祉 ）

25-1449
25-1509

議 会 事 務 局 25-2980
農 業 委 員 会 事 務 局 25-2946

商 工 観 光 課 25-2910 西 郷 村 土 地 改 良 区 25-1116
農 政 課 25-1116 学 校 教 育 課 25-2370
建   設   課 （管　理 ）
　　　                       （事　業 ）

25-1117
25-1118

生 涯 学 習 課 25-2371
代 表 25-1111

お
知
ら
せ

今月の納税はありません。

東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
た
高
速
道
路
の

本
復
旧
工
事
を
再
開
し
ま
す
。

　

規
制
区
間
で
は
渋
滞
が
予
想
さ
れ
ま

す
。ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
期
間　

３
月
12
日
㈪
～
平
成
24
年
12
月

●
規
制　

昼
夜
連
続
車
線
規
制

　
（
土
日
・
連
休
は
工
事
休
止
）

●
区
間

被
災
し
た
東
北
道
な
ど
の
関
東
以
北

の
高
速
道
路

※
詳
細
は
（「
ド
ラ
ぷ
ら
」（http://w

w
w

.

driveplaza.com
/

）
で
検
索
し
て
く
だ

さ
い
。

■
問
合
せ

　

ネ
ク
ス
コ
東
日
本
お
客
さ
ま
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
５
７
０
︱
０
２
４
︱
０
２
４

一
部
事
務
組
合
統
合
の
ご
案
内

　

平
成
24
年
４
月
１
日
に
、
白
河
地
方
広

域
市
町
村
圏
整
備
組
合
（
広
域
圏
）
に
西

白
河
地
方
衛
生
処
理
一
部
事
務
組
合
（
衛

生
組
合
）
と
白
河
地
方
水
道
用
水
供
給
企

業
団
（
水
企
業
団
）
が
統
合
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
統
合
に
よ
り
、
衛
生
組
合
は
「
衛

生
課
」、
水
企
業
団
は
「
用
水
供
給
課
」

と
な
り
ま
す
が
、
業
務
内
容
や
問
合
せ
先

な
ど
に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
現
在
ご
利
用
さ
れ
て
い
る
衛
生

組
合
名
の
「
ご
み
袋
」
な
ど
に
つ
い
て
も
、

引
き
続
き
ご
使
用
が
可
能
で
す
。

■
問
合
せ

　

白
河
地
方
広
域
市
町
村
圏
整
備
組
合

　

☎
２
２
︱
１
１
４
５

森
林
の
所
有
者
届
出
制
度
が

４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す

　

昨
年
４
月
の
森
林
法
律
改
正
に
よ
り
、

平
成
24
年
４
月
以
降
、
森
林
の
土
地
の
所

有
者
と
な
っ
た
方
は
村
へ
の
事
後
届
出
が

義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

●
届
出
対
象
者

　

個
人
・
法
人
を
問
わ
ず
、
売
買
や
相

続
な
ど
に
よ
り
森
林
の
土
地
を
新
た

に
取
得
し
た
方
は
、
面
積
に
関
わ
ら
ず

届
出
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

●
届
出
期
間

　

土
地
の
所
有
者
と
な
っ
た
日
か
ら
90

日
以
内
に
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ

　

農
政
課
（
農
地
林
務
係
）

　

福
島
県
県
南
農
林
事
務
所 

森
林
林
業
部

　

☎
０
２
４
７
︱
３
３
︱
２
１
２
１

必
ず
チ
ェ
ッ
ク
最
低
賃
金
！

使
用
者
も
労
働
者
も

　

常
用
・
臨
時
・
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト

な
ど
の
名
称
に
か
か
わ
ら
ず
、
福
島
県
内
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わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
募
集
人
数　

20
人

●
募
集
期
間　

４
月
２
日
㈪
～

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

●
参
加
資
格　

那
須
登
山
で
最
低
で
も
峰
の
茶
屋
ま
で

歩
く
こ
と
が
で
き
る
方

●
参
加
費　

２
，
０
０
０
円

（
開
始
式
に
お
い
て
、傷
害
保
険
料
・
資
料
・

写
真
代
の
一
部
と
し
て
徴
収
し
ま
す
）

■
問
合
せ
・
申
込
先

　

生
涯
学
習
課
（
体
育
振
興
係
）

放
課
後
子
ど
も
教
室

　

こ
の
事
業
は
、
放
課
後
に
お
け
る
子
ど

も
た
ち
の
安
全
・
安
心
な
活
動
場
所
を
設

け
、
子
ど
も
た
ち
が
地
域
社
会
の
中
で
心

豊
か
で
健
や
か
に
育
ま
れ
る
環
境
づ
く
り

を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

●
対
象
者　

小
学
１
～
６
年
生

　
（
児
童
ク
ラ
ブ
登
録
者
は
除
く
）

●
負
担
金　

８
０
０
円
（
保
険
代
）

●
申
込
期
間　

４
月
16
日
㈪
～
30
日
㈪

●
申
込
方
法

　

４
月
上
旬
に
各
小
学
校
（
川
谷
小
を

除
く
）
へ
申
込
書
を
配
布
し
ま
す
の
で
、

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
生
涯
学
習
課

窓
口
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ　

生
涯
学
習
課
（
生
涯
学
習
係
）

■
問
合
せ

　

白
河
司
法
書
士
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

　

☎
２
３
︱
１
７
８
５

（
祝
祭
日
を
除
く
月
～
金
曜
日
、
10
時
～

12
時
30
分
・
13
時
30
分
～
16
時
）

ト
ラ
ブ
ル
に
あ
っ
た
ら

ま
ず
は
法
テ
ラ
ス
へ

　

法
テ
ラ
ス
は
、
国
が
設
立
し
た
公
的
な

法
人
で
す
。
法
的
ト
ラ
ブ
ル
で
お
悩
み
の

方
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

●
相
談
先

　

法
テ
ラ
ス
サ
ポ
ー
ト
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
０
５
７
０
︱
０
７
８
３
７
４

　
（
平
日
９
時
～
21
時
、
土
曜
日
９
時
～
17
時
）

■
問
合
せ

日
本
司
法
支
援
セ
ン
タ
ー
福
島
地
方
事

務
所
（
法
テ
ラ
ス
）

　

☎
０
５
０
３
３
８
３
︱
５
５
４
０

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
講
座

●
開
始
式　

４
月
18
日
㈬

　

村
文
化
セ
ン
タ
ー　

19
時
～

●
日
程　

全
６
回

※
日
程
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合

の
事
業
場
で
働
く
す
べ
て
の
労
働
者
に
適

用
さ
れ
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
福
島
労
働
局
賃
金
室
ま
た

は
最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督
署
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ

　

福
島
労
働
局
賃
金
室

　

☎
０
２
４
︱
５
３
６
︱
４
６
０
４

野
鳥
と
の
接
し
方
に
つ
い
て

　

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
は
、
野

鳥
観
察
な
ど
通
常
の
接
し
方
で
は
、
ヒ
ト

に
感
染
し
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

正
し
い
情
報
に
基
づ
い
た
、
冷
静
な
行
動

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

野
鳥
と
の
接
し
方
に
つ
い
て
、
次
の
点

に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

①
死
亡
し
た
野
鳥
な
ど
野
生
動
物
は
、
素

手
で
触
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。
同
じ
場

所
で
た
く
さ
ん
の
野
鳥
な
ど
が
死
亡
し

て
い
た
場
合
、
農
政
課
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

②
日
常
生
活
に
お
い
て
野
鳥
な
ど
の
排
泄

物
な
ど
に
触
れ
た
後
に
は
、
手
洗
い
と

う
が
い
を
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
過
度

に
心
配
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

③
不
必
要
に
野
鳥
を
追
い
か
け
た
り
、
つ

か
ま
え
よ
う
と
す
る
の
は
避
け
て
く
だ

さ
い
。

■
問
合
せ

　

福
島
県 
自
然
保
護
課

　

☎
０
２
４
︱
５
２
１
︱
７
２
１
０

　

農
政
課
（
農
地
林
務
係
）

「
引
越
相
談
所
」
開
設

　

引
越
シ
ー
ズ
ン
の
ピ
ー
ク
と
な
る
４

月
、
ト
ラ
ッ
ク
事
業
者
の
団
体
で
あ
る
福

島
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で
は「
引
越
相
談
所
」

を
開
設
し
、
電
話
な
ど
に
よ
る
引
越
な
ど

の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

■
問
合
せ
・
相
談
先

　

福
島
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
県
南
支
部

　

☎
２
７
｜
３
６
４
４

（
土
日
・
祝
日
を
除
く
月
～
金
曜
日
、

９
時
～
16
時
）

　

FAX
２
２
｜
３
６
８
７

　
（
終
日
受
け
付
け
て
い
ま
す
）

福
島
県
産
業
復
興
相
談
セ
ン
タ
ー

　

東
日
本
大
震
災
お
よ
び
原
子
力
発
電
所

事
故
の
影
響
に
よ
り
甚
大
な
被
害
を
受
け

た
県
内
中
小
企
業
者
な
ど
の
事
業
再
開
や

事
業
再
生
を
支
援
す
る
た
め
、
被
災
事
業

者
か
ら
の
相
談
に
広
く
対
応
し
ま
す
。

●
相
談
受
付
時
間

８
時
30
分
～
17
時
15
分
（
土
日
・
祝
日

を
除
く
）

■
問
合
せ

　

福
島
県
産
業
復
興
相
談
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
２
４
︱
５
７
３
︱
２
５
６
１

白
河
司
法
書
士
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

（
無
料
）

●
相
談
内
容

不
動
産
登
記
や
会
社
登
記
、
相
続
・
遺

言
、
多
重
債
務
な
ど
の
法
律
相
談
、
震

災
に
よ
る
困
り
事
相
談
な
ど

●
開
催
日
時　

４
月
５
日
㈭
・
５
月
10
日
㈭

　

17
時
～
20
時

●
場
所　

マ
イ
タ
ウ
ン
白
河
２
階

　平成 24 年度に村が作成する「広報にしごう」への掲載

広告を募集します。

　掲載できる広告については、村の広報紙に掲載する広告

としてふさわしいものに限ります。

　詳細につきましては、お気軽にお問い合わせください。

●広告の掲載料（掲載１回につき）
　１段すべて（この枠の２倍の大きさ）　　１2,000 円

　１段の半分（この枠の大きさ）　　　　　　6,000 円

■問合せ　企画調整課（広報統計係）

「広報にしごう」への掲載広告募集！

最 低 賃 金 件 名
最低賃金額（円）

効力発生日
１ 時 間

福 島 県 最 低 賃 金
（下記５産業を除く全産業） 658 円 H23.11. 2

産

業

別

最

低

賃

金

非 鉄 金 属 製 造 業 770 円 H24.1.19
電 子 部 品・ デ バ イ ス・ 電 子
回 路、 電 気 機 械 器 具、 情
報 通 信 機 械 器 具 製 造 業

724 円 H24.1.19

輸 送 用 機 械 器 具 製 造 業 758 円 H23.12.16
計 量 器・ 測 定 器・ 分 析 機
器・ 試 験 機・ 測 量 機 械 器
具・ 理 化 学 機 械 器 具、 時
計・ 同 部 品、 眼 鏡 製 造 業

757 円 H23.12.18

自 動 車 小 売 業 754 円 H23.12.15
※産業別最低賃金の一部に適用除外業種や業務があります。

相　
　

談

募　
　

集

　ＮＨＫ－ＢＳプレミアムで放送されている「にっぽん縦断　こころ旅」は、皆さんのお手紙に書かれ

た「こころの風景」を求めて、俳優の火
ひ の

野正
しょうへい

平さんが、自転車で日本列島を縦断する番組です。

　４月２日から放送予定の「2012 年 “春の旅”」では、千葉県を出発し途中福島県を通って北上、北海

道を目指します。

　放送するにあたり番組では、皆さんの心にある忘れられない風景や景色を、エピソードと共に紹介し

てくださるお手紙を募集します。

番組名　にっぽん縦断　こころ旅（2012 “春の旅”）

福島県が舞台の番組放送予定　５月 14 日㈪～ 27 日㈰

放送時間　［月～金］７時 45 分～８時、［土・日］11 時～ 11 時 59 分

応募内容　①住所 ②氏名 ③電話番号 ④性別 ⑤年齢 ⑥思い出の場所 

⑦場所にまつわるエピソード

応募方法　番組ホームページ（http://www.nhk.or.jp/kokorotabi/）、FAX

（03-3465-1327）または郵送（〒 150-8001　NHK「こころ旅」係）のい

ずれかの方法で応募してください。

手紙の募集期限　４月 13 日㈮必着

問合せ　ＮＨＫふれあいセンター　

☎０５７０－０６６－０６６（ナビダイヤル）、☎０５０－３７８６－５０００（ナビダイヤルが利用できない場合）

「にっぽん縦断　こころ旅」お手紙募集！

▲番組の旅人・火野正平さん
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平
成
25
年
歌
会
始

●
お
題　

 
「
立
」

※
必
ず
「
立り
つ

」
の
文
字
を
使
用
し
て
く
だ

さ
い
。「
立
」
の
文
字
を
使
用
し
て
い

れ
ば
「
立り
っ
し志
」「
立
り
っ
し
ゅ
ん春
」
の
よ
う
に
熟

語
に
し
て
も
、
ま
た
、「
立た

つ
」「
立た

ち

上あ

が
る
」
の
よ
う
に
訓
読
し
て
も
差
し

支
え
あ
り
ま
せ
ん
。

●
詠
進
歌
の
詠
進
要
領

①
詠
進
歌
は
、
お
題
を
詠
み
込
ん
だ
自

　

作
の
短
歌
で
一
人
一
首
と
し
、
未
発

　

表
の
も
の

②
書
式
は
、
半
紙
（
習
字
用
の
半
紙
）

　

を
横
長
に
用
い
る
こ
と

　
（
記
入
の
仕
方
は
左
記
図
参
照
）

③
用
紙
は
、
半
紙
と
し
、
毛
筆
で
自
書

　

す
る
こ
と

④
病
気
ま
た
は
身
体
が
不
自
由
の
た
め

　

毛
筆
に
て
自
書
す
る
こ
と
が
で
き
な

　

い
場
合

ア
、
代
筆
（
墨
書
）
に
よ
る
。
代
筆

　

の
理
由
、
代
筆
者
の
住
所
お
よ
び

　

氏
名
を
別
紙
に
書
い
て
詠
進
歌
に

　

添
え
る
こ
と

イ
、
本
人
が
ワ
ー
プ
ロ
や
パ
ソ
コ
ン

　

な
ど
を
使
用
し
て
印
字
す
る
。
機

　

器
を
使
用
し
た
理
由
を
別
紙
に
書

　

い
て
詠
進
歌
に
添
え
る
こ
と

ウ
、
目
の
不
自
由
な
方
は
、
点
字
詠

　

進
可
能

●
募
集
締
切　

９
月
30
日
㈰

●
郵
送
の
あ
て
先

　
「
〒
１
０
０
｜
８
１
１
１　

宮
内
庁
」

封
筒
に
「
詠
進
歌
」
と
書
き
添
え
る
こ

と
。
詠
進
歌
は
折
っ
て
も
可
能

■
問
合
せ

　

宮
内
庁
式
部
職
あ
て
に
、
郵
便
番
号
、

住
所
、
氏
名
を
書
き
、
返
信
用
切
手
を

は
っ
た
封
筒
を
添
え
て
、
９
月
20
日
㈭

ま
で
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
宮
内
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

参
照
く
だ
さ
い
。

　

http://w
w

w
.kunaicho.go.jp/

う
つ
く
し
ま
、
ふ
く
し
ま
。
健
康

福
祉
祭
「
第
20
回
す
こ
や
か
福
島

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
」
参
加
者
募
集

　

競
技
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。
競
技
種

目
な
ど
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

●
善
意 

 
 

 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

◎
西
郷
村
に
寄
附
さ
れ
た
方
々
を
ご
紹
介

　

し
ま
す
。

▼
櫻
井
よ
し
こ
講
演
会
実
行
委
員
会

　

委
員
長　

渡
辺  

薫
氏

　
（
２
月
16
日
、
村
政
振
興
の
た
め
に
）

一
〇
〇
、〇
〇
〇
円

▼
相
川　

八
重
子
さ
ん　
　
　
【
立
出
】

　
（
３
月
８
日
、
故
君
島
幹
雄
氏
の
遺
志

　

と
し
て
村
政
振
興
の
た
め
に
）

一
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円

◎
ふ
る
さ
と
納
税
に
寄
附
さ
れ
た
方
を
ご

　

紹
介
し
ま
す
。

▼
山
田　

恵
子
さ
ん　
　
　
【
福
井
県
】

　
（
２
月
22
日
、
ま
ち
づ
く
り
人
づ
く
り

　

支
援
事
業
の
た
め
に
）　
　
　
　
　

五
〇
、〇
〇
〇
円

●
開
催
日　

５
月
24
日
㈭

●
競
技
会
場

会
津
若
松
市
（
あ
い
づ
総
合
体
育
館
ほ

か
）、
須
賀
川
市
（
八
幡
岳
マ
レ
ッ
ト
ゴ

ル
フ
場
、
宇
津
峰
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
）

●
参
加
資
格

県
内
在
住
の
60
歳
以
上
の
方
（
昭
和
28

年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
）

●
参
加
料　

無
料

●
申
込
期
限　

４
月
20
日
㈮

■
問
合
せ

　

㈶
福
島
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　

☎
０
２
４
︱
５
２
３
︱
２
１
３
１

　

福
島
県
高
齢
福
祉
課

　

☎
０
２
４
︱
５
２
１
︱
７
１
９
７

国
家
公
務
員
採
用
試
験

　

人
事
院
で
は
、
国
家
公
務
員
採
用
一
般

職
試
験
（
高
卒
者
）
を
実
施
し
ま
す
。

●
申
込
受
付
期
間

　
〔
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
〕

　
　

６
月
26
日
㈫
～
７
月
５
日
㈭

　
〔
郵
送
・
持
参
〕

　
　

７
月
２
日
㈪
～
10
日
㈫

　
　
（
受
付
最
終
日
の
通
信
日
付
印
有
効
）

●
第
１
次
試
験　

９
月
９
日
㈰

お
題
「
立
」

、、、、、、、、、、、、、、、、、、

、、、、、、、、、、、、、、、、、、

〒住

所

電
話
番
号

氏ふ

り

が

な名

　
　

生
年
月
日

職

業 （
や
ま
お
り
）

書 式 図
（ 横 長 ）

試　
　

験

■
問
合
せ

　

人
事
院
東
北
事
務
局 

第
二
課 

試
験
係

　

☎
０
２
２
︱
２
２
１
︱
２
０
２
２

　

http://w
w

w
.jinji.go.jp/saiyo/

　
　

 saiyo.htm
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■問合せ　住民生活課（生活環境係）
　　　　　☎２５－２１９７

日 時 間 場 所

４
月
17
日
㈫

　9:30 ～　9:55 芝原地区多目的集会施設前
10:00 ～ 10:20 太陽の国厚生センター入口
10:25 ～ 10:35 伯母沢コミュニティセンター前
10:40 ～ 10:50 馬場坂集乳所跡
11:00 ～ 11:15 稗返公民館前
11:20 ～ 11:30 黒川公民館前
11:35 ～ 11:50 旧東亜ガソリンスタンド前
13:05 ～ 13:25 大清水多目的集会施設前
13:30 ～ 14:10 大平コミュニティセンター前
14:15 ～ 14:30 大平公民館前
14:40 ～ 15:00 上野原農民研修センター前
15:05 ～ 15:25 上野原上コミュニティセンター前

４
月
18
日
㈬

　9:30 ～　9:45 小田倉児童館前
　9:50 ～ 10:00 狼山合住宅団地前
10:05 ～ 10:25 上新田転作技術センター前
10:30 ～ 10:45 前原地内兼子宅脇
10:50 ～ 11:10 下新田コミュニティセンター前
11:15 ～ 11:25 角田車体前
11:30 ～ 11:50 　   林養魚場前
13:05 ～ 13:20 下折口原集落センター前
13:25 ～ 13:40 山下公民館前
13:45 ～ 14:00 いわしなクリニック向側駐車場用地
14:05 ～ 14:20 旧折口原公民館前
14:25 ～ 14:45 東高山住宅入口
14:50 ～ 15:10 折口原グランド前

４
月
19
日
㈭

　9:30 ～　9:40 みやま荘前
　9:50 ～ 10:05 由井ケ原公民館前
10:15 ～ 10:45 報徳地区集落センター前
10:55 ～ 11:10 スナック夕陽前
11:15 ～ 11:30 追原コミュニティセンター前
11:35 ～ 11:50 折口屯所前
13:05 ～ 13:15 田土ケ入入口
13:20 ～ 13:35 真船コミュニティセンター前
13:40 ～ 13:55 高助バス停前
14:00 ～ 14:15 鶴生公民館前
14:20 ～ 14:40 熊倉コミュニティセンター前
14:45 ～ 15:00 旧谷地中屯所跡地

4
月
20
日
㈮

　9:30 ～　9:40 真名子公民館前
　9:45 ～　9:55 牛窪バス停前
10:00 ～ 10:15 虫笠集落センター前
10:20 ～ 10:40 上羽太コミュニティセンター前
10:45 ～ 11:00 下羽太集落センター前
11:05 ～ 11:15 羽太グリーンタウンコミュニティセンター前
11:20 ～ 11:35 下羽太南バス停前
11:40 ～ 11:55 柏野コミュニティセンター前
13:05 ～ 13:25 長坂多目的集会施設前
13:30 ～ 14:00 米農林漁家婦人活動促進施設前
14:05 ～ 14:20 芳賀設備工業　   向
14:25 ～ 14:45 間の原公民館前

4
月
21
日
㈯

　9:30 ～ 11:00 西郷村役場
４月 17 日から 20 日までに
注射をできなかった方

（株）

（金山理容店前）

（森下宅隣）

（株）

　平成 24 年度狂犬病予防注射を表のとおり実施します。
　生後 91 日を過ぎたすべての飼い犬は、法律で年１回の狂犬病
予防注射を受けなければなりません。（登録は生涯１回、注射は年
１回です。生後 90 日以内の飼い犬は今回の注射は受けられません）
　村で実施する狂犬病の予防注射は、年１回（４月）だけです。
この期間中に都合で受けられない犬は、個別に獣医師または動物
病院で予防注射を受けてください。
　会場には犬を制御できる方が連れてくるようお願いします。制
御できない場合、お断りする場合があります。
　予防注射を受ける際は、「狂犬病予防注射申請書」を必ず持参
してください。申請書裏面の問診票にも記入をお願いします。

　すでに登録している場合　　3,100 円
　（内訳：注射技術料 2,550 円 ＋ 注射済票交付手数料 550 円）
　新規登録の場合　　　　　　6,100 円
　（内訳：新規登録料 3,000 円 ＋ 予防注射料 3,100 円）
※釣り銭のいらないようお願いします。

次の場合は、予防注射を受ける前に獣医師に申し出てください。
①犬が病気にかかっていると思われる場合
②予防注射でアレルギー様症状などの副反応を起こしたことのある犬
③発情期、妊娠中または分娩後１カ月以内の雌犬
④１カ月以内に、ほかの予防注射を受けている場合
⑤犬が高齢で衰弱している場合
※上記に該当する場合、または犬が興奮状態にあるときは注射が
　できない場合があります。
※予防注射接種後 24 時間以内は、激しい運動は避けましょう。

　村では、畜犬登録をされた愛犬家の方々に狂犬病の予防接種や
しつけ方教室などの情報をお知らせする情報提供サービスを検討
しています。
　この情報提供サービスは、愛犬家の方の携帯電話やパソコンの
メールアドレスに情報をお送りするメールマガジン機能を利用す
るものです。
　愛犬の予防接種情報のほか、放し飼いや迷子の情報も愛犬家の
方々にお届けすることができます。
　つきましては、畜犬登録している愛犬家の方にお送りした問診
表下のアンケートにご協力をお願いします。



日 月 火 水 木 金 土
1 2

村内小中学校教職
員合同着任式

（15:30 文化センター）
西郷村消防団辞令
交付式

（19:00 村民体育館）

3
みずほ保育園

「入園式」
（9:30 みずほ保育園）

まきば保育園
「入園式」
（10:00 まきば保育園）

4
新年度行政区長会

（10:00 文化センター）

5
日赤奉仕団総会

（10:00 高齢者生活
支援センター）

6
村内各小中学校入
学式

（10:00 各小中学校）

7

8 9
村立西郷幼稚園

「入園式」
（10:00 村立西郷幼

稚園）
母子手帳の交付

（13:00 保健福祉セン
ター）

10
献血バス来村

（13:00 イオン白河
西郷店）
心配ごと相談会

（13:00 高齢者生活
支援センター）

11
６～７カ月児健康
相談

（9:30 保健福祉セン
ター）

12 13
１歳６カ月児健康
診査

（12:50 保健福祉セン
ター）

14

15
西郷村体育協会総
合開会式

（9:00 村民体育館）

16 17 18 19
３歳児健康診査

（12:50 保健福祉セン
ター）

20 21

22 23
母子手帳の交付

（13:00 保健福祉セン
ター）
行政相談所

（13:30 文化センター）

24
親子読み聞かせ会

（11:00 文化センター）

25
西郷単位制総合大
学入学式

（13:00 文化センター）
歯科クリニック

（13:00 幼児 ,13:45
６才児 保健福祉セ
ンター）

26 27 28

29昭和の日 30振替休日

2012 年 4 月
April行事
レカ ンダー

●今月の顔────
歯科クリニックに来ていた（2/22）

　　　　　　　元気はつらつな子どもたちです。

★県南地域の主な行事です  
・4/7 ～ 8   かたくり祭り（白河関の森公園 10:00）
・4/21 　　第 9 回 いずみざき桜ウォーク
　　　　　( 泉崎さつき運動公園 8:30)

・4/21 ～ 22  十万石棚倉城まつり（棚倉町棚倉城跡 9:00）

・4/29　大昭和祭り（白河市役所周辺　10:00）
・4/29    権太倉山山開き（白河市大信聖ケ岩ふるさとの森 9:00)
　　　　

人口と世帯数（3 月 1 日現在）人口 19,681 人（前月比 -6）男 9,907 人（± 0）女 9,774 人（-6）世帯数 7,393 戸（-2）

・発行 / 西郷村　・編集 / 企画調整課　〒 961-8501　福島県西白河郡西郷村大字熊倉字折口原 40　☎ (0248)25-1111（代表）

・アドレス  http://www.vill.nishigo.fukushima.jp/  ・E-mail  kikaku@vill.nishigo.fukushima.jp

※行事日程等が変更になる場合もありますので、ご了承ください。※行事日程等が変更になる場合もありますので、ご了承ください。

※住民基本台帳に基づく人口と世帯数です。

モバイル用ホームページはこちら（＾０＾）／↑


